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与 論 島 の 民 俗 医 療 シ ス テ ム に 関 す る 医 療 人 類 学 的 研 究

－知 の 財 産 と し て の 高 齢 者－

宮 菌 夏 美

鹿 児 島 大 学 医 学 部 保 健 学 科

要 旨

与論 島 は平成17年 度 、与 論町総 合振 興計画 の第2期 実 施計 画 を も とに、 「オ

ン リー ワンの人 づ く り」、 「オ ン リー ワンの産業 づ く り」、 「オ ン リー ワンの ま

ちづ く り」 を 目指 し、6つ の戦略 プ ロ ジェ ク トプ ラ ンを作成 し、それ に基づ き、

事 業 を実施 して い る。す なわ ち、

1.島 を支 え る頭脳 集 団づ く りプ ラン、2.生 きた博 物館 構築 プ ラン、3.ヨ ロン

ブ ラン ド創 造プ ラ ン、4.「 情報 の 島」づ く りプ ラン、5.ゆ ん ぬふれ あい交 流 プ

ラン、6.「 環境 の 島」づ く りプ ランであ る。

60歳 代 か ら90歳 代 に半構 成 的面接 法 に よる聞 き取 り調査 を行 っ た結 果 、 「オ

ン リー ワンの人 づ く り」、 「オ ン リー ワンの まちづ く り」 には、や は り 「人」 が

重 要 なポイ ン トでは ないか と考 え させ られ た。 高齢 化 が進 んでい る与論 島 では 、

特 に高齢者 は過 去 と現在 を結 ぶ 「知 の財 産」であ る。ライ フ ヒス トリー研 究や 民 間

療 法等 に関す る聞 き取 り調査 を各 世代 で行 い、失 われ てい く伝 承 を書 き残 す 作業

が大切 で あ る。また 、そ うす る ことで、 さらな る交流 が生 まれ 、高齢者 の生 き が

い を生 み 出す こ とへ の貢 献 が期待 され 、健康 と長 寿 のま ちづ く りにつ なが り、将

来の 自分像 が重 な り、与論 島 に若 い世 代 が 自信 と誇 りを持 て るオ ン リー ワンの 島

づ く りにつ なが る と考 える。

本稿 で は、6つ のプ ランの 中で特 に1と2に 関連 した与論 独 自の 自然 や伝 統文

化 、予防 医療 に着 目し、先行 文献 も参 照 しなが ら与論 島の 民俗 医療 システ ムの概

観 につ い て報 告す る。

キー ワー ド:与 論 島、民俗 医療 システ ム、ヘル ス ケア システ ム、医療人類 学 、高

齢 者人 材
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Abstract 

According to Medical Anthropology, Health and Illness are social and cultural 

phenomena while being a biological phenomenon. It is necessary to consider any illness 

is not only as an individual illness but also as an illness of a family and the whole 

society including community. Arthur KURAIMAN defines the Folk Medical System as 

the social-culture system accompanied by a private sector and the original knowledge 

about the medical treatment and healthy maintenance in a domestic domain, and its 

practice. YORON Island had the time of a doctorless village for a long time until the 

first doctor was invited from the KIKAI Island in Meiji 18. Moreover, although the 

doctor of the YORON Island graduate is treating from the second half of Meiji to 

Showa 22, after doctor death has passed through the time of a doctorless village again. 

therefore -- YORON Island -- an island -- although YABU faith and folk remedies from 

ancient times are a cure for YORON people and there are some which are no longer 

utilized mostly, there is not little what is handed down and is existing. This time, 

listening comprehension investigation by the half-composition-interviewing method 

was conducted to five persons of 60 years-old to 90 years-old. A general view of the 

Folk Medical System of YORON Island is reported classifying the result into a 

medicine-treatment, a magic-treatment, a religious treatment, a physical treatment, and 

others, and also using precedence reference. 

Keyword: YORON Island, a Folk Medical System, a Health Care System, Medical 

Anthropology, Senior citizen

I.は じめに

与論 島 は平成17年 度 、与論 町総 合振 興計 画の第2期 実施計 画 を も とに、「オ ン

リー ワンの人づ く り」、「オ ン リー ワンの産業 づ く り」、「オ ン リー ワンのま ちづ く

り」 を 目指 し、6つ の戦 略 プ ロジェ ク トプ ラ ンを作 成 し、それ に基づ き 、事 業 を

実施 して い る。つ ま り、1.島 を支 える頭 脳集 団づ く りプ ラン、2.生 きた博 物館
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構 築 プ ラン、3.ヨ ロンブ ラン ド創 造 プ ラン、4.「 情報 の 島」づ く りプ ラン、5.

ゆん ぬふれ あい 交流 プ ラン、6.「 環 境 の 島」 づ く りプ ラ ンであ る。

1の 島を支 え る頭脳 集 団づ く りプラ ン と して、与論 町情報 化 グル ー プe-○Kを

中心 と した情 報化 推進 、環 境保 全 ・再生 、特 産 品開発 、方 言 ・文化 、心の健 康推

進 、ま ちづ く り塾等 の活 動 があ る。2の 生 きた博物館 構築 プ ラ ンで は、失 われつ

つ ある与論独 自の 自然や 伝 統文化 、生活 文化等 の保 存 ・伝 承、景観 づ く りへ の取

り組み 等 があ げ られ る。特 に注 目すべ き は町内 に在 住す る各 分野 の名 人 ・達 人 を

登 録 した 「人材 デー タ」で あ る 1)。(3以 下 は省 略)

明治18年 、初 の医師 が喜界 島か ら招聘 され るま で、与論 島 は長 く無 医村 の時

代 が あっ た。 また、 明治 後期 か ら昭和22年 ま で与論 島 出身 の 医師が診療 を行 っ

てい るが 、医 師逝去 後 は再び無 医村 の 時代 を経 てい る。 そ のた め、与論 島で は、

島古来 の ヤブ(野 巫)信 仰 お よび民 間療法 が 島民の治 療法 で あった。それ は治療

と共 に予 防法 として も着 目す るべ き内容 を含 んで い る。与論 島 の医療 の現状 お よ

び人 々の身 体観 、疾病観 、健 康観 、治療 戦 略等 につい て考 えてい くた めに は、現

代 医療 的側 面 にのみ焦 点 を当て て も、 その実 態 は見 えて こない。

本稿 で は、聞 き取 り調査 お よび先行 文献 ・資料 等 も参照 しなが ら、与論 島 の人 々

の民俗 医療 シス テム の概 観 につ いて報告 す る。

II.方 法

1.調 査対象 お よび方法:与 論 島出身 の60歳 代 か ら90歳 代 の6人 に半構 成 的面

接 法 に よ り、身体 各部 に関連す る病 の名称 とその対 処行動 につい て聞 き取 り

調 査 を実施 した。

2.対 象者 の出身 地:朝 戸 、那 間、古里 、城 、東 区。

3.聞 き取 り調 査 期 間:2003年11H22日 ～11月24日 、2005年9月21～23日

4.調 査場所:与 論 町朝戸 、那間 、与論 町地域 福祉 セ ンター 、与論 町保健 セ ンタ

ー他

5.倫 理 的配 慮:調 査 内容 お よび調 査で得 られ た結 果 は研 究 目的 以外 に は一 切使

用 しない こ とや協 力者 の プ ライバ シーが侵 害 され ない よ うに最 大 限の注 意 を

払 うこ とを 口頭 で説 明 を し、調査 結果 は報 告書 お よび研 究論 文 として発 表す

る 旨も伝 え、承諾 を得 られ た。

III.調 査結果

1.与 論 島の現代 医療 につい て

表1与 論 島の 現 代 医 療 の 変遷
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明治11年 弛張熱病(チ フスとコレラであった といわれている)が 流行 し、

死者多数。 これに対 して内務省 に医師を請い、招聘 して治療

をさせ、消毒防衛方法指導 してもらったおかげで病勢衰え、

蔓延 を食 い止 めた。これが与論島における医師施療の始ま り。

明 治18年

～

与論最初の医師、向井清風(喜 界島出身)を招聘 。

明治後期 ～

昭和22年

島出身(城)の 林清重(明 治4年 生まれ)が 、逝去まで与論島の医療に

携わる。

昭和30年 8月15日 、町 立診療 所開設(与 論町 国保直 営診療 所)、19床 。

ただ し、常勤 の 医療従事 者お よび事 務職 員 な し。

昭和54年 新 しい診療所がオープン、医師住宅建設

4月1日 、那間へき地保健福祉館開設

平成12年 2.月29日 、 医療 法人 沖縄徳 州会 与論病 院 開設

表1は 、与論 島 の現代 医療 につい て、筆者 が 医師導入 の視 点 でま とめた もの で

あ る。

表2病 名 別 伝 染 病 患 者 数(1952年 中) 2)

病名 新発生患者数 病名 新発生患者数

総数 6366 ワイル氏病 91

肺結核 852 日本脳炎 2

その他の結核 245 狂犬病 1

梅毒 82 トラコー マ 819

淋病 178 フィラリア 202

軟性下疽 17 十二指腸炎病 1083

鼠けい淋巴肉芳
腫

2 カイセン 6

腸チフス 2
髄膜炎運鎖状菌性等肺炎双菌
種

2

アメーバ赤 痢 549 インフルエンザ 365

丹毒 33 全結核 465

ジフテリヤ 13 産褥熱 15

百日咳 1168 全身性膿かしん 21

らい病 15 急性関節リュウマチス 11

破傷風 17 新生児眠炎 2

麻疹 50 咬鼠病 1

風疹 1 蛇咬傷 29

水痘24

流行性耳下腺炎3
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表3伝 染 病 による病名 別 死 亡者 数(1952年) 3)

総数 245

肺結核 73

その他の結核 22

梅毒 1

アメーバ 赤痢 4

ジフテリヤ 2

百 日咳 15

破傷風 6

ワイル氏病 3

日本脳炎 2

水痘 1

流行性耳下腺炎 1

伝染性肝臓炎 1

フィラリア 5

十二指腸虫病 6

インフルエンザ 6

全肺炎 91

産褥熱 2

蛇咬傷 4

2.奄 美群島老齢人 口

表4平 成15年 度90歳 以上の状況 4)

90～9 9歳 100歳 101歳 以上 合計

男 女 男 女 男 女 男 女 合計

奄美群 島全 401 1496 7 23 8 62 416 1581 1997

体

与論島 33 87 0 5 1 9 34 101 135

表5奄 美群 島老齢 人 口の推移5)6)

年次 総人口 与論島 世帯数 65歳 以上の人口等

総人口に対す 総人口に対す 総人口に対す

実数
る る る

比率(奄美群

比率(県) 比率(全 国)

島)
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昭和27

年
205,451 7,835

昭和28

昭和30 7,851 1,640

昭和35

昭和40 183,471 7,181 1,596 18,361 10.0 8.5 6.3

昭和45 164,114 18,780 11.4 10.1 7.1

昭和50 155,879 6,971 1,697 20,252 13.0 11.5 7.9

昭和52

年
155,539 7,060

昭和53

年
7,792

昭和55 156,074 22,116 14.2 12.7 9.1

昭和60 153,062 7,222 1,980 24,368 15.9 14.2 10.2

平成2 142,834 6,704 27,411 19.2 16.6 12.0

平成7 135,791 6,210 31,153 22.9 19.7 14.5

平成9 135,684 32,602 24.0 20.8 15.4

平成10 134,556 33,282 24.7 21.4 16.0

平 成11 134,675 33,507 24.9 21.9 16.2

平成12 132,315 6,099 2,964 34,189 25.8 22.6 17.3

平成13 132,363 34,632 26.2 23 17.7

平成14 131,435 34,882 26.5 23.5 18.3

平成15 130,654 5,866 2,100 35,064 26.8 23.9 18.5

平成15年 度は県統計課毎月推計人 口平成15年10月1日 現在。昭和27年 の人 口は昭和

27年12月 現在のデータ。表5は 引用文献 5) 6)を 用いて筆者が作成 した。

3.身 体各 部 に関連 した方 言名 称 とそ の対処行 動 につ いて 、調 査協 力者 が これ ま

で経験 した対処行 動 につ いて 、一部報 告 す る。

1)身 体各部 に関連 した方 言名称

頭部 か ら足 部 まで聞 き取 りした が、 こ こで は下記 にそ の一部 を掲載 す る。

表6身 体 各 部 の方 言名 称 とそ れ に 関連 した病 呼称
与論町朝戸 与論町叶(那間)

1.頭 部

(1)頭 の 部位 ①頭(アタマ)
、、 、 　

チブ ル ・フラジ チブル ・フラジ

頭頂部 頭頂 フラジノチヂ チブルノサキ

前頭部 前頭
額 ピッチ ェー ピッケー、ピッチャ
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イ

側頭部 側頭(こめかみ) コメカミ

後頭部 後頭 ウッスンクブ ウスンカンブ

(髪) 髪の毛 フラジノヒー フラジノピギ

白髪 サーギ サーギ
qし 一 ■■r

ソフミ サン シラミ

フケ イーキ フケ

(骨) 頭蓋骨
大泉門 ピチュルキ

(脳) 脳 ノー

耳下腺咬筋部
(耳)

耳下腺 クビ
外耳 ミン

外耳孔 ミンスナー ミンヌアナ

耳垂(ミミタブ) ミンタブ ミミタブ

中耳 チュージ チュージ

鼓膜 コマク コマク

耳アカ
"

ミンコーラ ミンヌクス

耳だれ ミンカラウンチュ ウンチュ

(2)顔 の部位 顔
①眼
眉(マ ユ) ピチュルキ

、、 、

ミーブシ

眉間 ミーブシノアイダ

上眼瞼(ウ ワマブタ) ミンタマノウイ ウイマブタ
下眼瞼(シタマブタ) シチャマブタ シチャ

目 ミンタマ ミンタマ

瞳孔 クルタマ クルミンタマ

強膜(白 眼に相当) スーミンタマ スーミンタマ

内眼角(メガシラ) ミンタマノシミョー

まつげ ミーマチギ ミーマチゲ

外眼角(メジリ) ミンタマノシミョー

涙点 ミーナダセン

涙 ミーナダ ミーナダ

鼻部 ②鼻 パナ ハナ

鼻背(ハ ナスジ) パナシジ パナシジ

鼻根 パナノサキ パナノサキ

鼻尖(ハ ナサキ) パナノサキ

鼻翼(コバナ)

鼻梁
外鼻孔 パ ナノナー パナノアナ

鼻の下 パナノシチャ パナノシチャ

鼻水
パナスー(風 邪 のとき水 の

み)、

パナダイ(膿 が出るとき)

パナミジ

2)身 体各部 に関連 した病 呼称 とそ の対処 行動

頭部 か ら足 部 まで聞 き取 り した が、 こ こで は下記 にそ の一部 を掲載 す る。

(1)こ め かみが痛 い ・・… フ ラジーヤデ ィ

頭痛 時 の治療法

・ 蓬 を揉 み、 その汁 を さかず き一杯位 飲 ませ た。

・ 黒糖 を砕 い て半分 に して飲 ませ た。
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・ 熱 が 出 る ときは、芭 蕉 の茎 をたた いて、そ の皮 を剥い で、水枕 代 わ りに

し冷や した。 終戦 後か ら昭和30年 代 まで は行 って いた。

・ 高熱 時 は、度数 が高いお酒(ソ テ ツか ら作 った酒)で 胸 の湿布 を した。

・ 頭 部マ ッサー ジ を して あげ る。

また 、上記 の よ うな方 法 で対処 で きない とき はヤ ブ(野 巫)に よる治療 を行

ってい る。 ヤブ に よる治 療法 経験 につ いて、Aさ ん は次 のよ うに語 った。

熱 が 出て痙 攣 がす る ときは、 ヤブ(野 巫=モ ノシ リ)に 頼 ん だ。 この ヤ

ブ は コー ノパ ー タ ノムチ ャパー パ(コ ー ノパー タは地名 、 ムチ ャは与論 の名

前 、パー パ はお ばあ さんの意 味)と 呼 ばれ て いた。 当時60台 で お祓 いす る

人 だ った。 このヤ ブは 、昭和25あ るい は26年 ごろ死 亡 したが、80代 ま で

生 き、与 論 では有名 な人 だ った。

昭和4年 頃 、お母 さんが めまい で吐 き気 が止 ま らず 、3日 間 医師 に見 て

も らった け どよ くな らなか ったの で、父 が ムヌシ リ(物 知 り)に 頼 ん だ。 ム

ヌ シ リは、か ま どの所 で兄弟 げんか して亡 くな った人 がい た場所 か ら石 を持

って きて表 の軒下 に石 を置い たた めに、それ が災 い してい る と言 った。そ う

い われ たの で、 その石 を軒 下 か らのけ た らお母 さんの病 気 は即 よ くなった。

そ のヤ ブは 、ごはん茶 わんみ たい な ものに水 を入れ て竹 の葉 を浮 かべ、それ

を見 なが ら(そ の結 果 を)出 した。

(2)膀 胱炎 の治療 法

Aさ ん は、膀 胱 炎の治 療 に関す る経験 につ いて次 の よ うに語 っ た。

尿 に血 が混 ざってい たの で、テ ィー カ ビ ョー(手 養 生 の意 味)の 治 療 をす る

人 の ところに行 った。テ ィーカ ビ ョー の人 か ら北風 にあた る所 の一握 りの ソ

テ ツの葉 を湯 のみ3杯 くらい にな るまで 煎 じて、それ を一杯 ずつ 毎食 飲 ん で

か ら、 また来 な さい とい われた。3日 間飲 ん だ ら、へ その下 に 白い毛糸 の筋

の よ うなの が出て きた。そ れ を針 で3日 間ほ って も らった 、3日 後 には楽 に

なった。1週 間で全 治 した。再発 は なか った。 また、変 だ と思 った ら水 を一

杯(た くさん)飲 ん で流す よ うに言 われ た。近 所 に も血尿 が 出てい る男 の人 が

い たの で、テ ィー カ ビ ョーの人 を紹介 した。針 でほ じるの は痛 が るの で、後

の人 にはヤイ トを して いた らしい。す ぐそ この姉 さん も血尿 が 出て大変 だ と

い うの を きいて、教 えて あげた。お姉 さん は旅(病 院 にい くこ と)に い こ うと

してい た け ど、テ ィー カ ビ ョー の人 の ところ に行 って か ら旅 に行 こ うとい う

こ とで 、その姉 さんはそ こに行 った。それ で よ くな って今 も元気 でい る。ソ
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テ ツ はそれ まで毒 だ と思 って いた のに薬 にな る こ とがわ かった。

(3)帯 状疱疹 … パ ジガ サ

帯状疱疹 の治療 法

Aさ ん は、帯状疱疹 の治療 に 関す る経 験 につい て次 の よ うに語 った。

鉄 の さび とも ち米 とこねて 、もち米 は歯 でか んで唾液 と混ぜ て鉄 の さび と

こね る。 それ を患部 に貼 る。

Bさ ん は、帯状疱疹 の治療 に 関す る経 験 につい て次 の よ うに語 った。

昔 は豚 小屋 に トイ レが あっ た。そ の トイ レをプル ミとい った。海 に行 って 、

海 で履 いた わ ら じを持 っ て、便所(外 に あった便 所)に そ の子 を連れ て行 き、

わ らを燃 や して火 をた き、そ の火 で燃 や したわ ら じをそ のパ ジガサ(帯 状庖

疹)の 上で まわ しなが ら 「クス コ レガサ 」(く そ を食 べ な さい)と いった。 が

さに ク ソを食べ な さい とい っていた。 そ した ら治 った。Bさ ん はプル ミの上

で 、そ のわ らじを回 してか ら、潮 水 の入 ったわ らじを使 ったか ら効 い たの か

な。

(4)因 果論 的概念 につ いて

病 に関す る現象 を因果論 的 に説 明 して い る。それ につ いて、盲 目と兎唇 を例

に挙 げ る。

1)盲 目 … ミー クラ

先 祖 のた た り、 目関係 は井戸 、井 戸 を不 潔 に した り、掘 って あ る水 溜 り

み たい な掘 っただ けの井 戸 か ら水 を勝手 に飲 んだ り した ときに、目くらに

な りやす い。井戸 は命 をつ ない でい る。井 戸 を大切 に(清 潔 に)し な かっ た

ため に、 あるい は先 祖 を大切 に しなか ったた め に 目く らにな る。

2)兎 唇 … シバ カー

妊娠 中にそ うい う人 を見 た こ とが ある とな る。

昔 は、妊娠 中に兎唇 の人 を笑 った りとか 、悪 口を言 った り、あま りよ く

ない こ とを言 った天罰 とい って いた。奇 形児(テ イ チ?)が 生 まれ た とき

は、言い伝 えで 「私 の うちに奇 形児(テ イ チ?)が 生 まれ ま したー 」 と大
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声で庭 に出て言 うよ うに言 われ ていた。そ うしない と同 じよ うに奇形児 が

生 まれ る。母親や 父親 、家 族 で恥ず か しが らず に公表 す る よ うに といわれ

た。

(5)物 理 的療 法 につ いて

吸血療 法(チ ー ピキ あ るい はチ ブル ビキ)と ヤ キバ イ につい て例 を挙 げ る。

例1)吸 血療法 … 肩 こ り

肩 こ りの ときは 、チー ピキ(肩 の こる ところをかみ そ りで皮膚 を浅 く切

って 吸い玉(ガ ラス)で 血を採 る)吸 い玉 にマ ッチ2本 を吸 って それ を入れ

て行 ってい た。それ を専 門 にす る人 がい た。今 は電気 です るのが あ る。黒

ず ん だ血が 出て よ くなる。跡 は少 し残 るが よ くな る。それ か ら3日 して か

らま た して も ら う。Bさ んの家 の 隣人 は何 で もで きてそ の人が して くれ た

とい う。Aさ んは 自分の家 で してい る とい う。

例2)ヤ キバイ … 痔

ヤ キバ イ(モ リの先み たい な ものやヤ イ ト(お 灸)用 のハ リ)を 焼 い て、外

痔 を焼 き とった。 モ リの先 み たい な ものや ヤ イ トのハ リ)を 木 炭 で真 っ赤 に

な るまで焼 いて その真 っ赤 なヤ キバ イ で痔 の疣 を焼 い て治す。Aさ ん の ヒイ

じい さんが して くれた。昔 は、医者 がい なか ったの で、テ ィーカ ビ ョー をや

って いた。 一度や って成 功 した らや っていた。

IV.ま とめ

昭和21年7月1日 か ら昭 和28年12月25日 まで、奄 美群 島 は米国 陸軍政府 の

統 括監 督 下に置 かれ た。この8年 間 の行 政分 離期 間 中、奄美群 島の人 々のお かれ

た生活 状況 は非 常 に厳 しい もの であ った。日本復 帰後 の特別 措置 法 に基 づ く復 興 、

振 興お よび振 興 開発事 業の 実施 に よ り、交通 基盤や 産業 基盤 、生活 環境 な どの社

会 環境 な どの社会 資本 の整備 が進 む とともに、生活 水 準 も着 実 に向上す るな ど大

きな成 果 を挙 げてい る 7)。 しか し、与論 島 は鹿 児 島市 か ら592km(航 路 距離)に

位 置 してお り、島外 の病院 を受診 す るのは 、イ ンフ ォーマ ン トの語 る 「旅 に出 る」

とい う言葉 で表象 され るよ うに、時 間的 に も費 用的 に も負 担 に なる もので あ る。

今 回の調査 だ けで は普 遍化 はまだで き ないが、自分 で治せ るもの は手 持 ちの家

庭 薬や 薬草 等 を煎 じて治 し、なかな か治 らない とき は病 院へ行 き、それ で もや は

り解決 しない ときは ヤブ(野 巫)の ところ に行 って い る。 この選 択肢 は時代 の変

遷 お よび世代 間 で変化 して い る。調査 結果 内容 か ら科 学的根拠 が立証 され ない も

の も多 くあ るが 、人 々、特 に高齢 者 の身体観 、治 療観 、健康観 を考 える ときに無

視 しては な らない内容 で ある。



105

与論 町 では平成17年8月 か ら国 の補 助 を受 け、町 民の健康 維持 を促進 す るた

めの予 防 プ ログラム であ る 「国保ヘ ル スア ップ事業 」が実施 され て い る。そ の特

徴 は海 水 プールや 海浜 での運 動 を 中心 に した タラ ソテ ラ ピー(海 洋 療 法) 8)で あ

る。与 論 の環 境 を活 か した もの で意 義深 い。

今 回は与論 島の民俗 医療 システ ムの概観 につい て調査 を行 った が、その結果 に

つい ては量 が多 いた め、本報 告書 にはそ の一 部 を掲載 した。今 後 は 島民の病気 に

な った ときの対 処行動 お よび現代 医療 への ア クセ ス につ い て、時代 性 ・世代性 も

含 め、社会 ・経 済 ・文 化的側 面 をふ ま え、質 問紙 を用 いた量 的調 査 と聞 き取 り調

査 に よる質 的調査 を行 いた い と考 える。

V.お わ りに

聞 き取 り調 査 を行 った結 果 、 「オ ン リー ワンの人 づ く り」、 「オ ン リー ワンの ま

ちづ く り」 には、や は り 「人 」が重 要 なポイ ン トで はない か と考 え させ られ た。

与論 の これ まで の歴史 お よび文化 ・習慣 を伝 承す る必要 が あ る。この一 つ の例 と

して 、平成17年12月 には、与論 民俗村 の運 営者 菊千代 氏 と沖縄 国際 大学 の高橋

俊 三教 授 の17年 間 の共 同作 業 の集 大成 で あ る 『与論 方言 辞典 』(武 蔵 野書 院)が

刊 行 され てい る。身近 にあ る と見過 ご され が ちであ るが、与論 は知識 の宝庫 で あ

る。高齢化 が進 んで い る与論 島では、高齢者 は過 去 と現 在 を結ぶ 「知 の財 産」で あ

る。 ライ フ ヒス トリー研 究や 民間療 法等 に 関す る聞 き取 り調 査 を各世 代で行 い 、

失 われ て い く伝承 を書 き残す 作業 が大切 で あ る。また、そ うす るこ とで、 さらな

る交流 が生 まれ 、高齢 者 の生 きがい を生み 出す こ とへ の貢献 が期待 され る と考 え

る。
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